
周院長ら 東京を訪問

本学のシンボルマーク

日 本 歯 科 大 学 新 聞2013年（平成25年） 1 1月３０日（１） 第６１７号

中国・四川大学
華西口腔医学院

新 潟

学 生

　
本
学
生
命
歯
学
部
で
は
、

十
月
一
日
付
で
「
発
生
・
再

生
医
科
学
講
座
」
と
「
歯
科

　
六
月
十
九
日
、
姉
妹
校
の

四
川
大
学
華
西
口
腔
医
学
院

の
周
学
東
院
長
（
学
部
長
）

と
陳
宇
教
授
が
、
本
学
生
命

歯
学
部
に
来
学
し
た
。

　
中
国
の
四
川
大
学
で
は
日

本
の
主
要
大
学
と
学
術
交
流

　
七
月
十
二
日
・
十
三
日
の

両
日
、北
海
道
大
学
の
学
術

交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、第

三
十
二
回
日
本
歯
科
医
学
教

育
学
会
学
術
大
会
の
学
生
発

表
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、本
学
新

潟
生
命
歯
学
部
の
学
生
が
、学

会
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
の
は
、
第

六
学
年
の
阿
部
侑
加
さ
ん
、

太
田
琴
美
さ
ん
、
第
五
学
年

の
佐
久
間
達
人
君
、
青
柳
晴

也
君
、
荻
野
奈
保
子
さ
ん
、

濵
崎
文
宏
君
ら
に
よ
る
ポ
ス

タ
ー
発
表
。
演
題
は
、「
Ｗ

Ｓ（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を

通
し
て
歯
科
学
生
の
他
職

種
間
協
力
に
つ
い
て
考
え

る（
英

文

名

：W
S could 

m
ake the cooperative 

relationship betw
een 

the dental students and 
co-m

edical students

）
」。

　
学
術
大
会
の
閉
会
式
に
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、新
潟
生

命
歯
学
部
か
ら
の
発
表
者
を

代
表
し
、阿
部
侑
加
さ
ん
に

学
生
優
秀
発
表
者
賞
の
賞
状

記念品の画幅を披露する周院長（右端）隣から中原学長、華西の陳教授、羽村歯学部長、柳井准教授

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
今

回
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
本

学
と
の
共
同
研
究
推
進
の
た

め
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　
生
命
歯
学
部
で
は
、
中
原

泉
学
長
、
羽
村
章
歯
学
部
長

と
懇
談
し
、
柳
井
智
恵
准
教

授
を
ま
じ
え
て
、
七
月
開
催

予
定
の
四
川
大
学
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
概
要
の

説
明
を
う
け
た
。そ
の
あ
と
、

羽
村
歯
学
部
長
の
案
内
で
、

学
内
諸
施
設
を
見
学
し
た
。

法
医
学
講
座
」を
設
置
し
た
。

　
発
生
・
再
生
医
科
学
講
座

の
研
究
室
は
、
一
〇
〇
周
年

歯
科
医
学
教
育
学
会

優
秀
発
表
者
賞
受
賞

東
京
に
２
講
座
開
設
記
念
館
の
六
階
、
講
座
主
任

は
中
原
貴
教
授
で
定
員
は
五

名
。
同
講
座
は
平
成
十
五
年

四
月
に
中
原
貴
助
手
（
当

時
）
を
主
宰
者
に
学
科
目
と

し
て
新
設
さ
れ
た
。

　
歯
科
法
医
学
講
座
の
研
究

室
は
本
館
二
階
、
講
座
主
任

は
都
築
民
幸
教
授
で
、
定
員

は
四
名
。
同
講
座
は
学
科
目

と
し
て
昭
和
三
十
五
年
に
新

設
さ
れ
、
平
成
十
年
に
歯
科

法
医
学
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、

十
七
年
か
ら
都
築
教
授
が
セ

ン
タ
ー
長
を
務
め
た
。

本
学
が
開
発
し
た
患
者
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て

華
西
口
腔
医
学
院
の
周
院
長
、
陳
教
授
に
解

説
す
る
羽
村
章
生
命
歯
学
部
長
（
中
央
）

辞
　
　
令

公
　
　
告

歯
学
博
士 

佐
藤 

田
鶴
子

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

　
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学

の
理
事
を
、
次
の
と
お
り

公
告
す
る
。（
任
期
：
平
成

二
十
五
年
九
月
三
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
八
月
六
日
ま
で
）

理
　
　
事�

中
原
　
　
貴

平
成
二
十
五
年
九
月
三
日

 

　
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学

薬
学
博
士 

下
村
　
浩
巳

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

 

本
　
学

文
学
修
士 

芳
野
　
　
昇

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日

 

本
　
学

 

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
付

（
名
称
変
更
）

○
発
生
・
再
生
医
科
学
を
、

発
生
・
再
生
医
科
学
講
座
に

名
称
変
更
す
る

○
歯
科
法
医
学
セ
ン
タ
ー
を

歯
科
法
医
学
講
座
に
名
称
変

更
す
る

（
学
校
法
人
）

主 

事 

補 

峰
　
　
正
之

学
校
法
人
経
理
部
（
新
潟
生

命
歯
学
部
）
に
配
置
換
を
命

ず
る
（
生
命
歯
学
部
用
度
営

繕
部
）

経
理
部
副
部
長
を
命
ず
る

（
大
学
院
）

教
　
　
授

歯
学
博
士 

都
築
　
民
幸

生
命
歯
学
研
究
科
の
担
当
を

命
ず
る
（
歯
科
法
医
学
講
座
）

（
生
命
歯
学
部
）

教
　
　
授 

都
築
　
民
幸

講
　
　
師 

岩
原
　
香
織

歯
科
法
医
学
講
座
に
配
置
換

を
命
ず
る
（
歯
科
法
医
学
）

講
　
　
師 

相
馬
　
弘
子

歯
科
理
工
学
講
座
に
配
置
換

を
命
ず
る
（
新
潟
生
命
歯
学

部
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
）

主
　
　
事

事
務
部
長 

米
沢
　
　
登

用
度
営
繕
部
長
併
任
を
命
ず

る
（
事
務
部
）

（
新
潟
生
命
歯
学
部
）

講
　
　
師 

辻
村
麻
衣
子

先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
併
任
を

命
ず
る
（
解
剖
学
第
二
講
座
）

（
新
潟
短
期
大
学
）

准

教

授

博
士（
歯
学
）
今
井
あ
か
ね

新
潟
短
期
大
学
歯
科
衛
生
学

科
に
配
置
換
を
命
ず
る
（
新

潟
生
命
歯
学
部
生
化
学
講
座
）

教
授
に
任
命
す
る
（
新
潟
短

期
大
学
歯
科
衛
生
学
科
）

講
師
併
任
を
命
ず
る
（
新
潟

お
よ
び
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
、学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の

各
発
表
演
題
に
は
、協
賛
企

業
で
あ
る
株
式
会
社
ニ
ッ
シ

ン
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
今
回
の
学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
の
発
表
は
、演
題
の
決
定
か

ら
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
ま
で
、す

べ
て
学
生
自
身
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。こ
れ
か
ら
の
多
職
種

連
携
時
代
を
生
き
る
若
い
世

代
の
学
生
に
と
っ
て
、「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
た
他

職

種

間

協

力
に
つ
い
て

研
究
発
表
を

行
っ
た
こ
と

は
、
極
め
て

有
意
義
だ
っ

た
」
と
参
加

学
生
た
ち
は

コ
メ
ン
ト
し

た
。↘

↙
な
お
、
東
京
の
生
命
歯
学

部
か
ら
は
「
誤
嚥
性
肺
炎
の
予

防
を
目
的
と
し
た
口
腔
内
細
菌

数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
の
検
討
」

の
演
題
で
、
第
六
学
年
の
川
﨑

正
宗
君
、
佐
藤
絢
香
さ
ん
、
新

木
志
門
君
が
発
表
し
た
。

学会優秀賞を受賞した新潟生命歯学部の学生たち

生
命
歯
学
部
生
化
学
講
座
）

略
歴
・
昭
和
60
年
３
月
新
潟

大
学
農
学
部
卒
業
。
同
年
４

月
本
学
口
腔
生
化
学
教
室
助

手
、
平
成
15
年
４
月
講
師
を

経
て
、
20
年
４
月
准
教
授
に

就
任
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （ 2）第６１７号2013年（平成25年） 1 1月３０日

　
四
川
大
学
華
西
口
腔
医
学

院
は
国
際
交
流
を
目
的
に
、

今
年
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
か

ら
海
外
の
歯
学
生
を
受
け
入

れ
る
こ
と
を
企
画
し
た
。

　
ま
ず
最
初
の
試
み
と
し

て
、
日
本
か
ら
は
姉
妹
校
で

あ
る
日
本
歯
科
大
学
の
学
生

二
名
と
、
タ
イ
の
チ
ュ
ラ
ー

ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
の
学
生
二

名
が
招
待
さ
れ
た
。
今
回
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
生

命
歯
学
部
五
年
生
の
恩
田
裕

香
さ
ん
と
新
潟
生
命
歯
学
部

五
年
生
の
岡
嶋
邦
矩
君
が
派

遣
さ
れ
、
私
は
同
行
教
員
と

し
て
四
日
間
同
行
し
た
。

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業

製
品
の
標
準
化
推
進
活
動
に

優
れ
た
功
績
を
有
す
る
人
材

を
表
彰
す
る
「
工
業
標
準
化

事
業
表
彰
」
を
毎
年
実
施
し

て
い
る
。

　
本
学
の
小
倉
英
夫
名
誉
教

授
（
歯
科
理
工
学
・
前
新
潟

中原泉学長と実習責任者の岡田智雄教授 患者ロボット・シムロイドの反応を確認中

▷
学
生
一
人
に
一
台
の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
し
な
が
ら
実
習
で
き
る

△第58回富士見祭パンフレット

中国口腔医学博物館のエントランスで記念撮影

ウーンむずかしいな、刺繍の実習に挑戦

華西口腔医学院

サマーキャンプに参加して
附属病院口腔外科准教授　柳井智恵

　
本
学
の
一
行
は
、
七
月
八

日
に
成
田
空
港
か
ら
北
京
経

由
で
四
川
省
成
都
市
に
向
け

て
出
発
し
、
成
都
空
港
で
は

華
西
口
腔
医
学
院
の
解
剖
学

教
授
、
項
先
生
が
出
迎
え
て

く
だ
さ
っ
た
。

　
翌
日
は
華
西
口
腔
医
学
院

を
表
敬
訪
問
し
、
担
当
者
か

ら
キ
ャ
ン
プ
の
内
容
説
明
を

受
け
た
。
前
半
の
日
程
は
華

西
口
腔
医
学
院
の
学
生
と
の

交
流
が
主
だ
が
、
後
半
は
中

国
各
地
か
ら
学
生
が
こ
の

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
の

で
、
他
大
学
と
の
交
流
が
企

画
さ
れ
て
い
た
。
本
学
の
二

名
は
早
速
、
華
西
口
腔
医
学

院
の
四
年
生
と
一
緒
に
夏
期

実
習
に
参
加
し
、
ワ
イ
ヤ
ー

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
歯
型
彫

刻
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
針
を
把

持
し
て
刺
繍
す
る
な
ど
の
実

習
を
体
験
し
た
。

　
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
っ
た
刺

繍
は
、
臨
床
実
習
前
の
学
生

が
手
の
器
用
さ
を
磨
く
た
め

に
考
案
さ
れ
た
と
聞
き
、
さ

す
が
に
中
国
ら
し
い
実
習
だ

と
感
心
し
た
。
午
後
に
は
海

外
か
ら
招
い
た
講
師
に
よ
る

講
義
が
開
講
さ
れ
、
タ
イ
・

マ
ヒ
ド
ン
大
学
口
腔
生
化
学

Seriw
atanachai

先
生
の
講

義
の
後
、
私
も
講
義
を
行
っ

た
。

　
施
設
見
学
で
は
、
教
育
棟

や
病
院
を
案
内
さ
れ
、
一
日

の
来
院
患
者
数
が
約
三
千
人

と
聞
い
て
驚
い
た
。
ま
た
、

昨
年
、
新
潟
の
医
の
博
物
館

と
姉
妹
館
を
提
携
し
た
中
国

口
腔
医
学
博
物
館
を
見
学
し

た
。
そ
の
間
、
教
員
や
学
生

が
付
き
き
り
で
案
内
し
て
も

ら
い
、
と
て
も
親
切
に
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
周
学
東
院
長
主
催

の
歓
迎
会
で
は
、
陳
宇
教
授

お
よ
び
叶
玲
教
授
も
同
席
さ

れ
親
睦
を
図
っ
た
。
歓
談
の

中
で
、
周
院
長
は
華
西
口
腔

医
学
院
が
中
国
国
内
の
歯
科

大
学
の
評
価
で
は
一
位
の
座

を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
四
川
大
学
に
入
学
す
る

一
万
人
の
学
生
の
う
ち
、
成

績
の
ト
ッ
プ
テ
ン
が
入
学
す

る
た
め
に
優
秀
な
人
材
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
誇
ら

し
げ
に
話
さ
れ
た
の
が
印
象

深
か
っ
た
。
七
月
十
一
日
に

私
は
所
用
の
た
め
、
一
足
先

に
帰
国
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
生
の
報
告
に

よ
る
と
、
週
末
は
項
教
授
の

案
内
で
唐
の
詩
人
杜
甫
の
旧

居
で
あ
る
杜
甫
草
堂
、
三
国

時
代
の
諸
葛
亮
を
祀
っ
た
武

侯
祠
、
パ
ン
ダ
動
物
園
や
三

星
堆
博
物
館
な
ど
を
観
光

し
、
中
国
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
学
生
の
案
内
で
古
街
で
あ

る
錦
里
を
見
物
し
、
小
吃

（
飲
茶
料
理
）
で
舌
鼓
し
た

ほ
か
、
四
川
名
物
の
火
鍋
を

も
満
喫
し
た
。

　
七
月
十
六
日
に
中
国
各
地

か
ら
六
十
名
の
学
生
が
こ
の

キ
ャ
ン
プ
に
集
合
し
、
開
会

式
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
日
に
は
、
学
生
に
よ
る

各
大
学
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

恩
田
さ
ん
は
英
語
で
、
岡
嶋

君
は
流
暢
な
中
国
語
で
本
学

を
紹
介
し
た
。
ま
た
周
院
長

の
要
望
に
よ
り
、
二
人
は
登

院
実
習
で
学
ん
だ
患
者
さ
ん

へ
の
接
遇
を
実
演
し
、
中
国

の
学
生
か
ら
賞
賛
を
得
た
。

キ
ャ
ン
プ
最
終
日
に
は
各
校

対
抗
の
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
、
日
本
歯
科
大
学
は

二
等
賞
を
獲
得
し
た
。
そ
の

後
、
閉
会
式
で
修
了
証
が
授

与
さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
は
終
了

し
た
。
翌
日
七
月
十
九
日
に

学
生
は
項
教
授
の
見
送
り
で

日
本
へ
の
帰
途
に
着
い
た
。

　
今
回
、
前
半
の
日
程
で
は

四
川
省
の
記
録
的
な
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
た
が
、
後
半
は
天

気
が
回
復
し
無
事
に
修
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
成
都
で
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
た
学
生
は
、
多

く
の
学
生
と
の
交
流
や
親
睦

を
は
か
れ
た
こ
と
や
、
中
国

の
歴
史
や
文
化
の
造
詣
を
深

め
る
機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と

で
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
と

の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。
二

人
に
と
っ
て
、
人
生
で
掛
け

が
え
の
な
い
貴
重
な
経
験
が

得
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。
貴

重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

華
西
口
腔
医
学
院
教
育
棟
玄
関
前
に
全
員
集
合

日
本
歯
科
大
学
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て

中
国
語
と
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

小
倉
名
誉
教
授
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰

生
命
歯
学
部
長
）
が
、
平
成

二
十
五
年
度
の
経
済
産
業
大

臣
表
彰
に
選
ば
れ
、
表
彰
を

受
け
た
。

　
小
倉
名
誉
教
授
は
、
オ
ー

ラ
ル
ケ
ア
用
品
、
歯
科
用

品
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
国

際
規
格
化
に
際
し
て
、
国
際

議
長
等
を
長
年
に
わ
た
り
歴

任
。
ま
た
歯
科
器
械
な
ど
の

工
業
分
野
で
も
、
国
際
規
格

を
国
内
に
導
入
し
、
そ
の
普

及
に
貢
献
し
た
こ
と
が
、
今

回
の
表
彰
と
な
っ
た
。

　
十
月
三
日
、
東
京
千
代
田

区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

東
京
・
臨
床
基
礎
実
習
室
を
全
面
改
修
本
館
７
階

�

登
院
前
実
習
に
、最
新
鋭
Ｐ
Ｃ
と
マ
ネ
キ
ン
を
配
置
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姉妹校交換学生第26回
　
本
学
の
姉
妹
校
交
換
学
生

制
度
は
、
姉
妹
校
等
の
訪
問

と
研
修
を
通
じ
て
、
国
際
交

流
へ
の
啓
発
と
国
際
的
視
野

の
涵
養
を
目
的
と
し
て
、

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一

年
）
に
始
ま
っ
た
。

　
毎
年
春
に
ア
メ
リ
カ
・
シ

ア
ト
ル
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

（
Ｕ
Ｗ
）
お
よ
び
カ
ナ
ダ
・

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ
ィ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
Ｕ

Ｂ
Ｃ
）
を
、
本
学
の
生
命
歯

学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
の

五
年
生
か
ら
選
ば
れ
た
六
名

の
学
生
と
同
行
教
員
一
名
が

訪
問
し
、
夏
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
か
ら

の
訪
問
学
生
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
、
相
互
に
研
修
と
親

睦
を
図
る
本
学
独
自
の
教
育

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
今
年
の
春
、
三
月
九
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
の
日
程

で
Ｕ
Ｗ
と
Ｕ
Ｂ
Ｃ
を
訪
問

し
た
。
三
月
九
日
は
、
現
地

時
間
の
午
前
十
時
に
シ
ア

ト
ル
へ
到
着
し
た
。
学
生
た

ＵＷ歯学部副部長のChan先生をかこんで

グランビルアイランドでジャンプ！

ＵＢＣ歯学部長のShuler先生を訪問

生命歯学部長主催のランチョンパーティ

そろいの浴衣姿で新潟祭り・民謡流しへ

日本から寄贈された桜が咲くＵＢＣキャンパス

臨床基礎実習などを見学したＵＢＣ附属病院

箱根観光では日本の美しい風景を楽しんだ

UBC・Shah先生のホームパーティに招かれる

新潟のフェアウェルには東京からも参加者が

中原市五郎先生の銅像の前で

ち
は
、
疲
れ
な
ど
全
く
感
じ

て
い
な
い
か
の
よ
う
に
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
へ
荷

物
を
預
け
て
、
そ
の
ま
ま
シ

ア
ト
ル
市
内
を
見
て
回
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
三
月
十
日
の
午
前
二
時
、

デ
イ
ラ
イ
ト
・
セ
ー
ビ
ン

グ
・
タ
イ
ム
の
切
り
替
わ
り

は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
良

い
経
験
で
あ
っ
た
と
思
う
。

時
計
の
針
を
一
時
間
進
め
忘

れ
た
数
名
が
、
朝
の
集
合
時

間
に
遅
れ
た
り
も
し
た
が
、

そ
れ
も
ま
た
楽
し
い
思
い
出

に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
翌
三
月
十
一
日
、
Ｕ
Ｗ
歯

学
部
を
訪
問
し
た
。
副
学
部

長
で
あ
るChan

先
生
の
案

内
で
学
生
実
習
室
、
診
療

室
、
中
央
滅
菌
室
を
見
学

し
、
ま
た
Ｕ
Ｗ
の
学
生
教
育

シ
ス
テ
ム
や
ア
メ
リ
カ
の
歯

科
医
師
国
家
試
験
と
免
許
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｗ
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
見
ど
こ
ろ
と
し

て
、
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

桜
の
木
が
あ
る
公
園
、
歴
史

的
建
造
物
で
あ
る
図
書
館
等

も
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
三
月
十
二
日
、
シ
ア
ト
ル

か
ら
空
路
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー

へ
向
か
っ
た
。
バ
ン
ク
ー

バ
ー
空
港
で
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
国

際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者

のShah

先
生
、
そ
し
て
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
（
Ｕ
Ｂ

Ｃ
メ
ン
バ
ー
）
の
教
員
と
学

生
た
ち
が
出
迎

え
て
く
れ
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー

滞
在
中
、
六
名

の
学
生
と
私
は

そ
れ
ぞ
れ
の
バ

デ
ィ
と
な
る
Ｕ

Ｂ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

の
自
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は

Ｕ
Ｂ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
家

族
か
ら
暖
か
く
心
の
こ
も
っ

た
も
て
な
し
を
受
け
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
Ｕ
Ｂ
Ｃ
歯
学
部
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
部
三
年

生
の
口
腔
病
理
学
と
歯
科
矯

正
学
の
講
義
に
参
加
し
、
歯

学
部
附
属
病
院
で
学
部
二
年

生
と
三
年
生
の
臨
床
基
礎
実

習
や
診
療
を
見
学
す
る
と
と

も
に
、
専
門
外
来
、
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
室
、
中
央
滅
菌
室

も
見
学
し
た
。
さ
ら
に
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
市
内
で
最
大
の

歯
科
技
工
所
や
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
非
常
勤
教
員

が
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
内
に

開
設
し
て
い
る
歯
科
診
療
所

も
訪
問
し
た
。

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後

の
数
日
間
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
近
郊
の
観
光
名
所
を
ま

わ
っ
た
。
三
月
二
十
二
日
の

朝
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
空
港
ま

で
送
っ
て
く
れ
た
Ｕ
Ｂ
Ｃ
メ

ン
バ
ー
と
日
本
で
の
再
会
を

約
束
し
て
、
シ
ア
ト
ル
経
由

で
帰
国
の
途
に
つ
く
。
シ
ア

ト
ル
・
タ
コ
マ
空
港
で
飛
行

機
の
乗
り
継
ぎ
を
待
ち
な
が

ら
、「
と
て
も
良
い
経
験
を

し
た
」「
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
」
と
語
っ
て
い
た
六
名
の

学
生
た
ち
の
笑
顔
は
最
高

だ
っ
た
。

　
夏
、
七
月
二
十
九
日
、
学

生
六
名
と
同
行
教
員
二
名
の

Ｕ
Ｂ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が
来
日
、

四
ヵ
月
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん

だ
。
本
学
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
四

日
ま
で
生
命
歯
学
部
を
中
心

に
、
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で

新
潟
生
命
歯
学
部
を
中
心
に

行
わ
れ
た
。

　
七
月
三
十
日
、
午
前
中
の

生
命
歯
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
か
ら
附
属
病
院
へ
移
動
。

お
昼
に
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
と

学
部
長
主
催
歓
迎
昼
食
会
が

開
催
さ
れ
、
生
命
歯
学
部
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ

た
。
東
京
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
附
属
病
院
の
見
学
に
加

え
て
、
築
地
市
場
、
浅
草
、

明
治
神
宮
、
箱
根
観
光
な
ど

親
睦
を
深
め
つ
つ
日
本
の
文

化
に
つ
い
て
も
研
修
し
た
。

　
八
月
五
日
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
は
新
幹
線
で
新
潟
へ
移

動
、
新
潟
生
命
歯
学
部
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
。

初
日
は
、
中
原
泉
学
長
・
理

事
長
と
面
会
、
そ
の
後
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ

れ
た
。
翌
六
日
か
ら
は
、
新

潟
生
命
歯
学
部
や
新
潟
病
院

の
見
学
を
中
心
に
、
弥
彦
神

社
、
岩
室
温
泉
な
ど
を
観
光

し
、
新
潟
祭
り
に
も
参
加
し

た
。
初
日
の
九
日
は
民
謡
流

し
で
新
潟
甚
句
を
踊
り
、
十

日
は
市
民
神
輿
を
担
ぎ
、
最

終
日
の
十
一
日
は
信
濃
川
河

畔
で
花
火
を
見
上
げ
、
新
潟

の
夏
を
満
喫
し
た
。

　
今
回
の
交
換
留
学
で
Ｕ
Ｗ

と
Ｕ
Ｂ
Ｃ
を
訪
問
し
た
こ

と
、
そ
し
て
日
本
で
も
Ｕ
Ｂ

Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
過
ご

し
た
こ
と
は
、
学
生
た
ち
と

私
に
と
っ
て
非
常
に
良
い
経

験
と
な
っ
た
。
姉
妹
校
交
換

学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
貴
重
な
機

会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

 （
同
行
教
員
・
長
谷
川 

優
）

交
換
学
生

　
二
〇
一
三
年
度
姉
妹
校
交

換
学
生
は
次
の
通
り
。

（
日
本
歯
科
大
学
）

生
命
歯
学
部
　
上
井
　
達
絵

 

黒
澤
　
秀
一

 

湯
本
　
愛
実

新
潟
生
命
歯
学
部

 

阿
部
　
侑
加

 

太
田
　
琴
美

 

永
沼
慎
一
郎

（
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
）

M
r.Peter Cao

M
r.David Chen

M
r.Steven H

uang
M

r.M
ichael Tsai

M
r.K

evin U
rness

（
同
行
教
員
）

長
谷
川
優
（
新
潟
生
命
歯
学

部
歯
科
矯
正
学
講
座
講
師
）

Dr.A
zar Grakoui

Dr.Pouran Rostam
ian

派
遣
と

受
入
れ

総
計
三
六
六
名
に



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （４）第６１７号2013年（平成25年） 1 1月３０日

西
村
議
員 

参
議
院
本
会
議
で
代
表
質
問

試験区分

学　　部

募集人員

出願期間

出願場所
・試験場

試験科目等

試 験 日

合格発表

手続期限

郵送：26年１月６日㈪～１月27日㈪
窓口：26年１月27日㈪・１月28日㈫

郵送：26年１月10日㈮～１月27日㈪
窓口：26年１月27日㈪・１月28日㈫

郵送：26年２月14日㈮～２月25日㈫
窓口：26年２月25日㈫

郵送：26年３月３日㈪～３月13日㈭
窓口：26年３月13日㈭

日本歯科大学生命歯学部（東京）
〒102-8159 東京都千代田区富士見１‒９‒20 ☎03‒3261‒8311

学力試験，面接試験とも
平成26年２月１日㈯

一般選抜前期入学試験 大学入試センター試験利用前期入学試験 一般選抜後期入学試験 大学入試センター試験利用後期入学試験

生命歯学部（東京） 新潟生命歯学部 生命歯学部（東京） 生命歯学部（東京）新潟生命歯学部 新潟生命歯学部 生命歯学部（東京） 新潟生命歯学部

面接試験：平成26年２月５日㈬
学力試験，面接試験とも
平成26年３月２日㈰

面接試験：平成26年３月17日㈪

面接試験
　受験生本人に対し，個々に行う

（注）
　本学が利用する大学入試センター
試験の教科・科目は以下のとおりな
ので，これらの科目を受験しておく
こと
　外国語
 （英，独，仏，中，韓から１科目）
　理　科
 （理総Ａ，理総Ｂ，物Ⅰ，生Ⅰ，

化Ⅰ，地学Ⅰから１科目）
　国語・数学
 （国語，数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，

数Ⅱ・数Ｂから１科目）
計３科目

面接試験
　受験生本人に対し，個々に行う

（注）
　本学が利用する大学入試センター
試験の教科・科目は以下のとおりな
ので，これらの科目を受験しておく
こと
　外国語
 （英，独，仏，中，韓から１科目）
　理　科
 （理総Ａ，理総Ｂ，物Ⅰ，生Ⅰ，

化Ⅰ，地学Ⅰから１科目）
　国語・数学
 （国語，数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，

数Ⅱ・数Ｂから１科目）
計３科目

平成26年度 日本歯科大学入学試験要項

平成26年２月13日㈭ 平成26年２月17日㈪ 平成26年３月11日㈫ 平成26年３月26日㈬

約5 3名 約3 0名 約2 0名 約1 0名 約1 0名 若干名 若干名約５名

学力試験
１．英語：「英語Ⅰ・Ⅱ」を出題する
２．数学：「数学Ⅰ・Ⅱ」を出題する
３．理科：「物理Ⅰ・Ⅱ」，「生物Ⅰ・Ⅱ」， 
 「化学Ⅰ・Ⅱ」のうちから， 
 １科目を選択する

計３科目

　ただし，物理Ⅱは，「力と運動」，「電
気と磁気」，および選択範囲「物質と
原子」のうちの「原子，分子の運動（熱
力学を含む）」から出題する。生物Ⅱ
は，「生物の分類と進化」および「生
物の集団」を含む。化学Ⅱは「生活と
物質」および「生命と物質」を含む

面接試験：受験生本人に対し，個 に々行う

学力試験
１．英語：「英語Ⅰ・Ⅱ」を出題する
２．数学：「数学Ⅰ・Ⅱ」を出題する
３．理科：「物理Ⅰ・Ⅱ」，「生物Ⅰ・Ⅱ」， 
 「化学Ⅰ・Ⅱ」のうちから， 
 １科目を選択する

計３科目

　ただし，物理Ⅱは，「力と運動」，「電
気と磁気」，および選択範囲「物質と
原子」のうちの「原子，分子の運動（熱
力学を含む）」から出題する。生物Ⅱ
は，「生物の分類と進化」および「生
物の集団」を含む。化学Ⅱは「生活と
物質」および「生命と物質」を含む

面接試験：受験生本人に対し，個 に々行う

２月４日㈫午前10時，生命歯学
部（東京）に掲示，合格者に「入
学手続要項」を郵送する

２月７日㈮午前10時，生命歯学
部（東京）に掲示，合格者に「入
学手続要項」を郵送する

３月３日㈪午前10時，生命歯学
部（東京）に掲示，合格者に「入
学手続要項」を郵送する

３月18日㈫午前10時，生命歯学
部（東京）に掲示，合格者に「入
学手続要項」を郵送する

　
十
月
十
八
日
の
参
議
院
本

会
議
で
の
西
村
議
員
の
民
主

党
代
表
質
問
は
、
防
災
・
免

　
新
潟
生
命
歯
学
部
微
生
物

学
講
座
の
葛
城
啓
彰
教
授

災
教
育
の
徹
底
や
、
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
た
。

と
有
用
性
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
七
十
か
ら
七
十
四
歳
の

年
齢
は
歯
科
的
観
点
か
ら
、

健
康
事
業
の
延
伸
に
極
め
て

大
き
く
影
響
す
る
時
期
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
重
な
る
前

期
高
齢
者
の
自
己
負
担
率
二

割
引
き
上
げ
で
受
診
抑
制
を

招
け
ば
、
健
康
事
業
の
延
伸

に
影
響
が
出
る
こ
と
を
歯
科

医
師
や
歯
科
医
療
従
事
者
は

強
く
危
惧
し
て
い
る
。
低
所

得
者
へ
の
対
策
等
に
万
全
を

期
し
、
健
康
格
差
を
つ
く
ら

な
い
こ
と
が
絶
対
原
則
と
考

え
る
。

　
一
昨
年
に
成
立
し
た
歯
科

口
腔
保
健
法
も
生
か
し
、

六
十
歳
以
上
の
歯
科
健
診
を

充
実
す
る
こ
と
で
口
腔
ケ
ア

向
上
を
図
り
、
危
険
な
受
診

控
え
と
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ

こ
と
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
時
期
の
充
実
強

化
な
ど
、
予
防
重
視
の
観
点

か
ら
も
費
用
対
効
果
が
極
め

て
高
い
口
腔
保
健
の
速
や
か

な
制
度
化
が
必
要
と
考
え

る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
在
宅

生
活
を
支
え
る
医
療
保
健
福

祉
の
充
実
な
ど
、
社
会
保
障

制
度
の
枠
組
み
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
安
部
総
理
の
考
え

を
質
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
質
問
を
う
け
て

安
部
総
理
大
臣
は
、「
高
齢

者
へ
の
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
予

防
対
策
を
含
め
、
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
、
誰
も
が
健
康
で

長
生
き
で
き
る
社
会
へ
の
実

現
に
つ
と
め
た
い
」
と
答
弁

し
た
。

新潟短期大学専攻科の新設を報じた地元紙「新潟日報」10月11日付朝刊28面

 

葛
城
教
授
（
新
潟
・
微
生
物
）

 

私
大
情
報
教
育
協
研
究
奨
励
賞

▼
十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
八
五
回
臨
時
国
会
で
、

西
村
ま
さ
み
参
議
院
議
員
が
、
安
倍
晋
三
総
理
大

臣
の
所
信
表
明
演
説
に
対
し
代
表
質
問
を
行
っ
た

▼
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
副
会
長
の
西
村
議
員
は

本
学
78
回
卒
で
、
民
主
党
副
幹
事
長
を
務
め
る
▲

は
、
私
立
大
学
情
報
教
育
協

会
の
平
成
二
十
五
年
度
Ｉ
Ｃ

Ｔ
利
用
に
よ
る
教
育
改
善
研

究
発
表
会
に
お
い
て
、
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

　
本
年
は
三
十
二
件
が
書
類

選
考
で
選
ば
れ
、
八
月
に
東

京
理
科
大
学
で
研
究
発
表
会

が
行
わ
れ
た
。
葛
城
教
授
は

Ｂ
分
野
（
芸
術
・
社
会
科
学
・

医
療
・
工
学
系
）
で
、「
歯

科
基
礎
医
学
の
講
義
に
替
り

う
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
Ｔ
Ｂ

Ｌ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
の
演

題
で
講
演
。
十
月
開
催
の
選

考
会
で
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た

も
の
。

各方面から期待が寄せられる新潟短大専攻科

｢新潟日報｣の社会面が大きくとりあげる

新潟生命歯学部 検索 http://www.ngt.ndu.ac.jp

生 命 歯 学 部 検索 http://www.tky.ndu.ac.jp

　
質
問
の
な
か
で
西

村
議
員
は
、「
私
は

歯
科
医
師
で
あ
り
ま

す
」
と
前
置
き
し
、

「
近
年
、
特
に
高
齢

社
会
に
お
い
て
歯
科

医
療
の
果
た
す
役
割

西村議員


